
1995年出上の木簡
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１
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地
　
　
　
山
梨
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甲
府
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丸
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一
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目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
四
年

（平
５
）
九
月
―

一
九
九
二
年
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
甲
府
市
遺
跡
調
査
会

４
　
調
査
担
当
者
　
信
藤
祐
仁

・
平
塚
洋

一
・
志
村
憲

一
・
兒
玉
好
美

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
下
町

。
武
家
屋
敷

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
七
世
紀
―
二
〇
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

甲
府
城
関
係
遺
跡
は
、
市
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置
す
る
甲
府
城

（舞
鶴
城
）
の

西
側
に
隣
接
し
て
い
る
。
甲
府
城
は
武
田
氏
減
亡
後
築
城
さ
れ
た
近
世
城
郭
で

あ
る
。
近
年
、
豊
臣
系
大
名
に

よ
る
築
城
説
が
提
起
さ
れ
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
関
東
に
移

封
さ
れ
た
徳
川
家
康
を
牽
制
す

る
必
要
か
ら
、
天
正

一
人
年

全

五
九
〇
）
羽
柴
秀
勝
が
築

城
を
開
始
し
、
翌
年
、
甲
斐
を

受
封
し
た
加
藤
光
泰
に
よ
っ
て

本
格
的
に
工
事
が
進
め
ら
れ
、

文
禄
二
年

（
一
五
九
一じ

―
慶
長
五
年

（
三
ハ
○
○
）
ま
で
甲
斐
を
支
配
し
た
浅

野
長
政

・
幸
長
の
時
代
に
完
成
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

宝
永
二
年

（
一
七
〇
五
）
頃
に
作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る

「甲
府
城
下
絵
図
」

（大
和
郡
山
市
柳
沢
文
庫
蔵
）
に
よ
る
と
、
今
回
の
調
査
位
置
は
、
城
代
家
老

柳

沢
権
太
夫
保
格

全
一一〇
〇
〇
石
▼

荻
沢
源
太
左
衛
門

（八
〇
〇
石
）
な
ど
の

屋
敷
地
に
あ
た
る
。

調
査
区
を
大
き
く
三
カ
所
に
分
け
て
発
掘
調
査
を
進
め
た
。
東
か
ら
Ａ
区
、

Ｂ
区
、
Ｂ
区
西
で
あ
る
。
調
査
の
成
果
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

遺
構
で
は
、
「甲
府
城
下
絵
図
」
（前
述
）
に
も
描
か
れ
る
武
家
屋
敷
地
に
存

在
し
た

「御
先
手
小
路
」
、
屋
敷
地
で
使
用
さ
れ
た
井
戸

（大
き
く
三
種
類
に
分

類
で
き
る
）
三
六
基
、
柳
沢
権
太
夫
と
荻
沢
源
太
左
衛
門
の
屋
敷
を
区
画
し
た

と
推
定
さ
れ
る
柵
列
を
伴
っ
た
溝
な
ど
が
確
認
で
き
た
。

特
筆
す
べ
き
は
瓦
溜
で
あ
る
。
遺
物
整
理
用
コ
ン
テ
ナ
に
し
て
約
六
四
〇
箱

分
の
瓦
が
、
Ｂ
区
の
西
端
か
ら
Ｂ
区
西
の
東
端
に
か
け
て
東
西
約
五
ｍ
、
南
北

約

一
五
ｍ
、
高
さ
約

一
ｍ
に
わ
た
っ
て
廃
棄
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
中
か
ら
、

「九
に
頭
合
わ
せ
三
つ
雁
」
や

「花
菱
」
紋
の
家
紋
瓦

（片
）
も
出
上
し
た
。

こ
れ
以
外
に
も
、
陶
磁
器
類
が
約
四
〇
箱
ほ
ど
出
土
し
て
い
る
。
大
多
数
は

肥
前
系
椀

中
皿
類
が
占
め
、
次
い
で
瀬
戸

・
美
濃
系
椀

・
皿
類
が
多
い
。
そ
の

他
の
出
土
遺
物
に
は
か
わ
ら
け

・
泥
人
形

・
硯

・
オ
ラ
ン
グ
陶
器

・
キ
セ
ル
・

ガ
ラ
ス
製
品
な
ど
が
あ
る
。
江
戸
時
代
初
期
の
も
の
は
数
点
し
か
な
く
、　
一
人

世
紀
中
葉
―
幕
末
に
か
け
て
の
も
の
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
木
製
品
も
井
戸
内

(御岳昇仙峡・甲府)



か
ら
多
数
出
土
し
、
な
か
に
は
曲
物

・
柄
杓

・
組
合
せ
式
釣
瓶
と
思
わ
れ
る
も

の
も
あ
る
。

墨
書
の
あ
る
曲
物
の
蓋

（木
簡
ω
）
は
、
Ｂ
区
の

一
一
号
井
戸
か
ら
出
土
し

た
。
井
戸
の
規
模
は
、
お
よ
そ
掘
形
の
上
部
径
が
二

・
二
ｍ
、
深
さ
が
五

・

Ｏ
ｍ
、
井
戸
側
の
直
径
が
〇

・
七
ｍ
で
あ
る
。
曲
物
の
蓋
は
泥
の
中
か
ら
出
土

し
た
も
の
で
、
出
土
状
態
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
伴
出
遺
物
に
は
箸
、
蒔
絵
が

施
さ
れ
た
盆

０
し
、
下
駄
、
精
鉢
な
ど
が
あ
る
。

ま
た
、
西
側
の
調
査
区
で
あ
る
Ｂ
区
西
か
ら
も
、
墨
書
資
料
が
出
土
し
て
い

る
。
礎
石
建
物
甲
Ｂ
西
Ｓ
Ｂ

一
に
伴
う
も
の
で
、
二
つ
の
礎
石
の
ほ
ぼ
中
心
に

埋
納
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
地
鎮
に
使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
縦

三
二

・
四
∽
横

一
一
・
九
飩
高
さ
四

・
三
伽
の
木
製
の
箱
の
上
面
と
底
面

・
側

面
に
墨
書
が
施
し
て
あ
る

（木
簡
⑪
）。
そ
の
中
に
木
札

（木
簡
②
）
が
納
め
ら

れ
て
い
た
。
出
土
状
況
は
、
直
径

一
二

・
三
釦
余
り
の
土
師
質
土
器
が
箱
の
両

脇
に

一
枚
ず
つ
伏
せ
ら
れ
て
い
た
。
箱
に
は
洋
釘
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
明
治

一
〇
年
以
降
の
製
作
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

井
戸
一
一
号

ω

　

「
　
一
曲

納
豆大

善

一房

」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

胸

戯

牌
⇔
受

由

戯

Ｐ
ω
泉

輌

『

Φ
常

礎
石
建
物
甲
Ｂ
西
Ｓ
Ｂ

一

〔
病
ヵ
〕

②
　
。
「
除
□
延
寿
息
地
廷
年
　
　
」

名稚
ぽ
癬
翻
覆

二
天
　
十
羅
刹
女
　
　
」
　
　
　
　
　
　
いΦ巽
⇔反
『
目

①
Ｌ
畿
騨
〔
延
ヵ
〕

□

年

」

　

（
箱

蓋

板

）
　

　

　

　

　

　

］
］
睫

Ｆ

益

ｏ
露

。

「
日

日

― ―

日

□

」
　

　

（
箱

底

板

）
　

　

　

　

　

　

　

　

　

］
鶴

×
Ｐ
萬

×
卜

ａ

牌

。
「日
日
―Ｉ
Ｈ
回
」
　
　
（箱
側
板
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞６×
μ需
×
８

ｏ常

。

「
口

日

― ―

日

回

」
　

　

（
箱

側

板

）
　

　

　

　

　

　

　

　

　

∞
枷
×
μ
寓

×
８

Φ
驚

。
「日
日
――
日
日
」
　
　
（箱
側
板
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞滋
×
韻
×
¨
鼠
μ

ω
は
曲
物
の
蓋
で
あ
る
。
九
い
板
に
木

（桜
）
の
度
で
で
き
た
ツ
マ
ミ
が
つ

い
て
い
る
。
コ

曲
」
の

「山
」
と
は
曲
物
の
数
の
単
位
で
あ
り
、
「納
豆
」
と

は
納
豆
の
入
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
「大
善
房
」
は
寺

院
の
僧
房
を
示
し
て
い
る
も
の
と
推
定
で
き
る
。
小
学
館

『
日
本
国
語
大
辞

典
』
で

「納
豆
」
の
項
に
は
、
「古
く
か
ら
寺
院
の
食
物
と
し
て
作
ら
れ
」
、

「寺
の
お
年
玉
と
し
て
檀
家
へ
贈
ら
れ
た
」
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

同
様
の
曲
物
が
東
京
の
白
鴎
遺
跡

（出
羽
目
松
山
藩
邸
跡
）
で
も
出
土
し
て
い
る



（都
立
学
校
遺
跡
調
査
会

『白
鴎
　
都
立
白
鴎
高
校
内
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
』

一
九
九
〇
年
）。
「納
豆
」
「徳
光
寺
」
の
墨
書
が
あ
る
こ
と
よ
り
、
寺
院

。
僧
房

に
お
い
て
納
豆
を
生
産
し
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
資
料
と
い
え
る
。
甲
府
城

関
係
遺
跡
で
は
、
わ
ず
か
に

一
点
の
出
土
で
あ
る
が
、
白
鴎
遺
跡
で
は

「納

豆
」
と
は
っ
き
り
判
読
で
き
る
も
の
、
「納
豆
」
の
墨
書
と
推
定
で
き
る
も
の

を
あ
わ
せ
る
と
、
最
低
で
も
六
点
の
出
土
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
単
に

「お

年
玉
」
と
し
て
で
は
な
く
、
商
品
と
し
て
の
流
通
も
窺
わ
せ
る
。

②
の
墨
書
は
保
存
状
態
も
良
好
で
、　
一
部
の
変
色
部
分
以
外
は
判
読
で
き
る

が
、
⑬
の
墨
書
は
、
磨
耗
と
変
色
の
た
め
に
判
然
と
し
な
い
。
②
を
収
納
す
る

箱
の
全
面
に
墨
書
が
施
さ
れ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
日
蓮
宗
で
は
、
「鬼
子

母
榊
」
「
十

羅ら
継
姑
」
を
並
立
し
て
祈
濤
や
棟
礼
に
用
い
る
例
が
多
数
あ
る
こ

と
よ
り
、
②
Ｏ
は
、
「法
華
経
」
も
し
く
は
日
蓮
宗
に
関
連
し
た
も
の
と
い
え

よ
う
。
日
蓮
宗
で
は
、
コ
一
聖
」
コ
一天
」
と
は
、
「勇
施
菩
薩

・
薬
王
菩
薩
」

「毘
沙
門
天

一
持
国
天
」
を
そ
れ
ぞ
れ
表
す
。
コ
一聖
」
十

「
二
天
」
十

「鬼

子
母
神

・
十
羅
刹
女

（
一
神
格
と
し
て
教
え
る
こ

で

「
五
番
菩
神
」
と
呼
ぶ
こ

と
が
あ
る
の
で
、
木
簡
の
不
明
文
字
は
、
「番
」
を

「高
」
に
あ
て
た
可
能
性

も
考
え
ら
れ
る
。
下
に
続
く

「星
」
は
、
日
蓮
宗
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
妙
見

信
仰

（北
斗
星
を
仏
教
に
取
り
入
れ
た
信
仰
）
と
の
関
連
で
あ
ろ
う
か
。
二
つ
の

礎
石
の
ほ
ぼ
中
心
に
埋
納
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
（
地
鎮
を
目
的
と
し
た
遺
物

と
推
定
で
き
る
。

現
在
、
こ
れ
ら
の
木
製
品
は
保
存
処
理
も
終
了
し
、
要
望
が
あ
れ
ば
誰
で
も

見
学
で
き
る
状
態
に
あ
る
。
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